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実践研究の構想（その３）
柏倉弘和幼児教育科
(2007年10月１日受理）
〔要約〕
本稿は、拙稿「実践研究の構想（その２)」において提示した、実践者の言葉に注目するという分析
方法について、もっと有効性を高めるように検討しようとするものである。
具体的方策として、ジェスチャーと視線について言葉と合わせて分析することを考えた。これに基づ
いて実践分析を行い、考察を加えた結果、この方法の有効性が認められた。
Ｌ本稿の目的
拙稿「実践研究の構想（その２)」（註１）（以下、
拙稿と略記する）において、実践の事実をより的確に
把握するための具体的方策の1つとして、実践者の言
葉に注目することを考え、それに基づいて実践を分析
し、検討した。実際には、実践者の言葉をカテゴリー
に分類することにより、実践の中のどんな場面で、ど
んなカテゴリーに属する言葉がどのように働いている
か、考慮してみた。その結果、実践者の言葉をカテゴ
リーを用いて分類することの有効』性は認められたが、
実践の事実の的確な把握という面では、まだ不十分で
あった。
本稿の目的は、実践の事実をより的確に捉えるため
に、実践者の言葉をカテゴリーに分類することの有効
性をさらに高める分析方法について検討し、実践研究
の構想を改善することである。
実践者の言葉のカテゴリーとそれによる分類は、拙
稿に記したものをそのまま用いることにする。そのカ
テゴリーを以下にあげておく。
〔実践者の言葉のカテゴリー〕
Ａ独語型発言：実践者の一方的な語り
1ねらい：活動のねらいを伝える
２説明：活動の内容や方法等について説明する
３まとめ
４物語：虚構の内容について物語り、虚構の世界
を設定する
５共同：子どもと一緒に声を出す活動
６進行：活動の進行に関わる発言
Ｂ直接喚起型発言：実践者が子どもの直接の反応を
期待して行う発言
７解釈発問：活動内容等の意味についての発問
８推論発問：説明していないこと等について考え
させる発問
９感覚発問：感想等の感覚的に捉えることについ
ての発問
１０勧誘：子どもの活動を誘い出そうとする言葉
１１指示
１２指名
１３注意
Ｃ関節喚起型発言：間接的に子どもの反応を呼び起
こす発言
１４肯定的評価
１５否定的評価
１６励まし
１７確認
１８質問への応答’）
ジェスチャーの分類基準は、河野義章氏が、「授業者
はいかなるジェスチャーを使うか」２）の中で用いてい
Ⅱ分析方法について
実践者の言葉が、子どもたちにどのように伝わった
か、または伝わらなかったかについては、言葉をカテ
ゴリーに分類するだけでは捉えられない。その原因は、
カテゴリーが言葉の内容を主に対象にしていることと
考えられる。言葉によって伝わることよりも非言語的
要素によって伝わることの方がはるかに多い、という
ことはいろいろと指摘されている。
そこで、本稿では、非言語的要素としてジェス
チャーと視線を取り上げ、実践者の言葉と合わせて分
析することを考えた。実践者が、保育実践の中で、あ
る言葉を話したその時にどんなジェスチャーを伴って
いたか、また、どこを見ていたか、という２点につい
て一緒に分析することにより、実践の事実をより的確
に捉えられるのではないだろうか。
1７５ 
1４ 柏倉弘和
陽学園短期大学附属鈴川幼稚園である。曰案を次頁に
示しておく。
るものを使った。それは、次に示す通りである。
２．実践分析
拙稿においては、対象にした実践の中から７つの場
面を取り上げて分析しているが、本稿では、その７つ
のうちの５つの場面を取り上げて分析する。
その５つの場面とは、次に示す通りである。
ｏ場面ア
トトロから来た手紙を実習生が読んで聞かせる場面
ｏ場面ウ
「でこぼこじゃりみちカラー積木」を歩く場面
ｏ場面オ
「でごぼこじゃりみちカラー積木｣で全員ゴールした
後、実習生がトトロからの手紙を読んで聞かせる場
面
ｏ場面力
ごほうびのメダルをもらった後の場面
ｏ場面キ
トトロの森の探検が終わってからの場面
また、拙稿において、子どもたち全体の様子を記述
するためのカテゴリーを次のように考えている。
〔子どもの様子のカテゴリー〕
ｉ話の聞き方
ａ静かによく聞いている
ｂだいたい聞いている
ｃあまり聞いていない
．全然聞いていない
ｉｉ活動の様子
ａ活発積極的意欲的
ｂ活発ではないがだいたい行っている
ｃ不活発消極的
Ⅲ集団としての様子
ａ協調的まとまりがよい
ｂ協調的でない子どももいるが、だいたいまと
まっている
ｃ自分勝手まとまりがない ４） 
次節以降で示す実践記録Ｉま、実習生の保育実践（教
育実習での研究保育）を録画したビデオをもとにして
作成したものである。
実践記録の中では、話の聞き方は〔話〕、活動の様子
は〔活〕、集団としての様子は〔集〕で表し、〔話:ａ〕
というふうに記している。
実は、本稿で取り上げた場面のうち、場面ウと場面
力においてのみ、ｃやｄという否定的なカテゴリーが
表れているのだが、そのことについては、３．考察のと
ころで触れたいと思う。
ＦｌＧ３ジェスチャーの分類基準3）
視線については、次のように５つに分けて考えてみ
た。
Ａ実践者が子ども全体を見ている。
Ｂ実践者が何人かの子どもを見ている。
Ｃ実践者が－人の子どもを見ている。
Ｄ実践者が子どもを見ていない。
Ｅその他
Ⅲ、実践分析の実際
１．対象にした保育実践について
前述した方法により、実際に保育実践を分析してみ
る。対象にした実践は、拙稿と同じ、羽陽学園短期大
学における平成11年度の教育実習Ｉとして実施された、
２年生の集中実習での研究保育である。実習園は、羽
－１７６－ 
ジェスチャーのタイプ 説明 例
Ａ 
模倣動作
１活動
２象形
人や物の動
きや形を模
倣する。
･ガスのスイッチを
● 
ひねる仕草。
｢フライパン」と言
い、フライパンの
形を作る。
Ｂ 
指示動作
１指示
２指名
眼前にある
物、あるいは
人を指す。
● 
● 
｢電気」と言って天
井の蛍光灯を指す。
｢○○さん」と言っ
てその人を指す。
Ｃ 
様態動作
１様態
２状態
人や物の様
子を表す。
● 
● 
｢寒くて」と言いな
がら身をちぢめる
仕草をする。
｢くらくら」といって
地震の様子を示す。
， 
数字動作
ｌ数字
２数え
上げ
数を示した
り、数え上げ
たりする。
.「二人」と言って指
を２本示す。
･指を折りながら数
を数える。
Ｅ 
強調動作
１空間
２強調
３同意
４確認
語句や文節を
強めたり、聞
き手に同意や
確認を求める
ために。
● 
● 
｢その電気が問題な
んだよ」と言いなが
￣ 
1つ 、 電気のところで
手を動かす。
｢そうだね」と言い
ながら手を握る。
Ｆ 
実演 ● 
資料説明
動作 演物示明書示実実提説板指１２３４ 実物の提示やそれらを使った実演や説明。板書の一部を指し示す。 .実際に持ってきたマッチを擦って、火を着けてみせる。･板書の一部を指し示しながら説明する。
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曰 案
４） 
(以下、省略）
－１７７－ 
月日
幼児の姿
９月20日（月）氏名森谷香織
゜全体的に明るい子が多いが、トラブルが起き
ると、泣き出す子が数人、泣いた子の面倒をよ
く見てくれる子が数人いる。
゜鬼ごっこや戸外での遊びを好み、意欲的に取
でマ
リ組子もいるが、積極的な子と消極的な子の差
が見られる。
｡運動会を経験し、運動遊びに興味を持ち、取
り組もうとする子が多くなり、体を十分に動か
して遊ぶ姿が見られる。又、遊びの中で友達を
応援する姿が多く見られるようになった。
｡自分の好きな遊びに没頭したり、ごっこ遊び
など想像して遊ぶ事を好んで行う姿が見られる。
。－学期にも遊びの中で、アスレチックごっこ
を楽しんだり、みんなで活動する楽しさを味わっ
てきているが、ルールを理解する事には個人差
が大きい。
対象児
ねらい
内容
ばら組（４歳児）
男児１５名女児１０名計２５名
｡様々な運動器具を組み合わせ、遊ぶことの
楽しさを味わわせろ
｡想像力を働かせながら探険ごっこを楽しむ。
｡ トトロの森の探険ごっこを楽しみながら、
運動器具を使って運動遊びをする。
時間 環境構成と予想される幼児の活動 保育者（実習生）の援助と留意点
（ mLI〉 略）
、
０５ ４１ ●● ●● ０１ １１ u：Ｚ」○係､ご=二' |水辺ﾋﾆﾕ」② C△▲ 鵬 ステージゴール･…④尿了司くりローL【。 ･･プレゼン入った箱巧技台 卜の昌Ｌ－９、①Ｅ三口車 ａ <トトロの森の探険こつこをする〉･ピアノの前に座り、話を聞く。．手紙と地図を見る。･帽子をかぶり、整列する。･遊戯堰へ移動する。．「ガンパリマンのうた」をう ｏ ・つた･探険こつこをする。（連動遊び）･鎚備体操をする。①「坂道マット」１回（１人ずつ）･横になり賑がる②「平均台トンネル」１回（2人ず・トンネルくぐる つ③「巧技台一本橋」１回（１人ずつ）･一本橋を渡る④「でこぽこじゃりみちカラー積木」1回（２人ずつ）･カラー積木を渡る･手紙を見る。・ごほうぴをもらう。．話し合う。･保育室に戻る。（さんぽを歌う｡） 』 ＩＩｌＩＩＩＩＩＩＩＩＩｌＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ－－ＩＩｌＩＩＩＩＩＩＩＩＩｌｌｌＩＩＩＩＩＩ 人導 てしと･手紙と地図が届いた事を:舌ｳｦ。･移動中「ガンパリマンのうた」をうたい、気持ちを高める。･窓を開け、必要な用具を準備しておく。･マット（３枚）･飛び箱のジャンプ台･平均台（２本）・ゴム･巧技台・はしご（１本）・カラー積木･プレゼントの入った箱･救急薬品・呼び子・草 ．､話が聞けるような雰囲気をつくり、子ども達を集中させるような声掛けをする。･運動しやすいように服装を整えるよう声掛けする。β ･子ども達の興味・脚、や好奇心が湧くように声掛けを工夫する● ⑥ ･見学者が多いので、子ども達が緊張したり、気をとられないよう雰囲気に慣れさせる。･これからの活動に期待を持たせるような声掛けをしながら移動する｡ 。楽しい雰囲気の中でしっかり、準備体iHをし、体をほぐす。･保育者が見本を見せ、子ども達にわかりやすく鋭明をする。･順番を守って一人ひとりがのびのびと運動できるよう、また危険のないよう全体に目を配る。・出来ない子には補助したり、－緒にやるなどして励ます。．待っている子ども達を飽きさせないように声掛けをし、友達の応援をすることの大切さを教えていく。・トラブルがあれば、お互いの話を聞き、解決する方法を子ども連と一緒に考えていく。･ゴールした時、満足感を味わわせるような声掛けをする。・ごぼうぴのメダルを渡す時は、ｉ昆雑しないように工夫し、誉め言葉をかけながら渡す。。楽しかった事などの感想を聞き、次の活動につながるような声掛けをする。
1６ 柏倉弘和
実習生の言葉については、該当すると思われるカテ
ゴリーの番号をく１〉というふうに記している。それ
に加えて、言葉と一緒にジェスチャーが見られるとき
は、該当するタイプの記号を〔Ａ－１〕という具合に
記すことにする。なお、必要に応じてどんなジェス
チャーか説明をつけ加える。
さらに、その言葉を話している時の視線について、
該当するものの記号を④というふうに記す。また、子
どもたちの様子については、それぞれの場面の中で該
当すると思われる項目において、変化が見られたとき
に記している。（実習生を亀、子どもたちを⑦と記す
ことにする。また､ヒコで囲んであるのは子どもの姿
である｡）
ｏ実習生の８つの言葉すべてが、ジェスチャーを伴っ
ている。
ｏ言葉はすべてく４〉（物語)であり、物語る言葉とジェ
スチャーが組み合わされている。
ｏジェスチャーは〔Ｃ－２〕（様態動作:状態）が１つ
で、残りはすべてが〔Ｆ－２〕（実演・資料説明動
作：実物提示）である。
o視線は、④（子ども全体）が多く、提示している手
紙や地図の方も少し見たり、子ども全体と交互に見
たりしている。
○トトロから手紙が届いたという設定であり、虚構の
世界へ子どもたちを誘い込む重要な場面であるが、
ファンタジー的内容を語りかけるその言葉とトトロ
からの手紙や地図を提示するジェスチャーとが、う
まく適合している。
(1)場面ア
トトロから来た手紙を実習生が読んで聞かせる場面
(2)場面ウ
「でこぼこじゃりみちカラー積木」を歩く場面
－１７８－ 
実践記録 言葉 ジェスチャー 視線
⑦｢やった－｣｢やった_」
Ｐやった－」〔集：ｂ〕
②「それではがんばって
ください｡」
⑦「はい｡」
②「でね、いっしょにね、
ほら、地図も届いたの。
(地図を広げて見せなが
ら)」〔話：ａ集：ｂ〕
<４〉
<４〉
〔Ｆ－２〕
〔Ｆ－２〕（地図を提
示）
④(少し
手紙も）
④(少し
地図も）
実践記録 言葉 スチャー 視線
静まらない
まだにぎやか
静かになる
手遊びを全員でした後、
紙筒を取り出して⑦に見
せながら、
亀「これね、今日ね、朝、
みんなが幼稚園に来る前
に、先生のね、先生の所
に手紙が届いていたの。
置き手紙先生ちょっと
読んでみるね.」
儲：ａ集：ａ〕
ひもをほどき、手紙を
広げて⑦に見せる。
⑦｢なに？」「なんだこれ
は？」「でっかい｡」
亀「でっかいお手紙。
じゃ先生読んでみます6」
②iばらぐみのみなさま
へおゆうぎじようにま
ほうをかけてもりをつく
りました｡」
⑦「え－つ」「え－つ」
「え－つ」「え－つ」
②Ｐそのもりには
し－つ」
〔話：ｂ集：ｂ〕
④「さかみちやでこぼこ
みちがありますbいい、
聞いててね｡」
④「これをとおってゴー
ルにたどりつくことがで
きたら、 み
なさんにごほうびをあげ
ましよう｡」
儲：ａ集：ａ〕
<４〉
<４〉
<４〉
<4｣3〉
性13〉
<４〉
〔Ｆ－２〕（手紙を丸
めたまま提示）
〔Ｆ－２〕（手紙を広
げて提示）
〔Ｆ－２〕
〔Ｃ－２〕（口に指を
当てる）
〔Ｆ－２〕（手紙を広
げて提示）
〔Ｆ－２〕
④ 
④ 
②(手紙
と⑦を
交互に）
④ 
⑧(手紙
と⑦を
交互に）
⑧ 
(同上）
実践記録 言葉 ジェスチャー 視線
④が⑦にトトロの森の地
図を見せる。④が､でこ
ぼこじゃり道カラー積木
の上を歩いてみせる。
ゴールしながら⑦に、
②「ここの青い丸がゴー
ルです。（床にかかれた
青い円を指差しながら）
ゴールに行った人ここで
すｂこうやって待ってる
んだよ｡」と言う。〔話:ｂ〕
亀｢じゃね､並びっこもう
１回してください｡」
(中略）
②「いいですか。ゴール
は？どこですか？」
〔話 ：ａ 〕
⑦「青い丸・」
②「青い丸で座って応援
するんですよ｡」
(中11勘
<２〉
<11〉
<17〉
<２〉
〔Ｃ－１〕（両手で円
を作る）
〔Ｂ－１〕（ゴールの
方を指す）
〔Ｅ－２〕（口もとに
片手を当てる）
〔Ｃ－１〕（口の周り
に両手を当て、声
を出して応援して
いる様子を表す）
④④④④ 
実践研究の構想(その３） 1７ 
o13の言葉のうち、ジェスチャーを伴わない言葉が４
つある。
ｏ言葉は、〈13〉（注意）が３つで、〈２〉（説明)、〈11〉
（指示)、〈16〉（励まし)、〈17〉（確認）がそれぞれ
２つ、〈10〉（勧誘)、〈14〉（肯定的評価）が１つであ
り、様々なカテゴリーの言葉に分かれている。
ｏジェスチャーは、〔Ｃ－１〕（様態動作：様態）が４
つ、〔Ｅ－２〕（強調動作：強調）が４つ、〔Ｂ－１〕
（指示動作：指示）が２つである。
o視線は、⑧（何人かの子ども）が多い。場面ウでは、
子どもたちが、カラー積木の上を歩き終わった子と
スタートを待っている子の２つのグループに大きく
分かれることになる。そのため、実習生がこの２つ
のグループを同時に見られる位置が限られるので、
⑧が多くなると考えられる。子どもたちに説明した
り、指示や確認をしている間は④（子ども全体）だ
が、子どもたちの積木渡りが始まると、どうしても
全体を見ることは難しくなり、⑧になってしまう。
o言葉を補ったり強調したりする働きのジェスチャー
がほとんどである。
(3)場面オ
『でこぽこじゃりみちカラー積木』で全員ゴールした後、
実習生がトトロからの手紙を読んで聞かせる場面
－１７９－ 
実践記録 言葉 スチャー 視線
反応はあまりない
｢こわい、こわい｡」とつ
ぶやきながら、恐る恐る
カラー積木の上を歩いて
いる子どもに
これ以降、応援が活発に
なる。
何人かビデオカメラに近づ
いて、「お､映ってる｡」「４
歳で－す6｣などと言いなが
らいたずらしている。
）､後か盛り上がる。
(すでにゴールして待つ
ている⑦に向かって）
亀「みんな応援してあげ
てれ｡」
②「はい、がんばれが
んばｵI｡」
〔活：ａ集：ｂ〕
亀「ゴールの人は応援し
て待ってるんだよ。自分
が終わったからという人
には、ごほうびあげない
ようにしてもらうよ゜」
〔活：ａ集：ａ〕
(ゴー
ルした⑦）〔活:ｃ集:ｃ〕
(中略）
他の⑦｢こわくね－．｣｢こ
わくね－｡」「こわくな
い｡」（ゴールした⑦）
〔活：ｂ集：ｂ〕
亀｢がんばれ､がんばｵ1｡」
｢みんな、がんばｵＬ」
⑦「がんばれ、がんばれ、
がんばれ」（ゴールした
⑦）〔活：ａ集：ａ〕
(中略）
亀ｃね、終わった人は、
ちゃんと青い丸で待って
るお約束だったよね｡」
〔活：ａ集：ａ〕
(中略）
②｢はい､みんなちゃんと
応援してあげないと｡」
②(すでにゴールした⑦
に）「はい、先生より後
ろ｡」と言って、後ろに下
げる。（ゴールした⑦）
〔活：ｃ集：ｃ〕
②「応援してないとごほ
うびなくなっちゃうよ｡」
(ゴールした⑦）
〔活：ａ集：ｂ〕
ｊ 
ｊ 
ｊ 
ｊ 
ｊ 
ｊｊ 
ｊ 
０ 
６ 
３ 
６ 
７ 
３ｌ 
３ 
ｌ 
ｌ 
ｌ 
ｌ 
１ 
１１ 
１ 
く
く
く
く
く
くく
く
〔Ｃ－ｌ〕
〔Ｅ－２〕（口もとに
両手を当て応援す
ることを強調）
〔Ｃ－ｌ〕（手をたた
く）
〔Ｂ－１〕（両手を広
げてゴールした後
の待っている場所
を指示）
〔Ｅ－２〕（口もとに
両手を当て応援す
ることを強調）
鮎に識啄闘肌曰薪嶢糘國帥に緑啄倒
⑧剛
⑧ル侍いのげぱ式殉馴
⑧ 
ｊ 上同く
⑧ 
ｊ 上同く
⑧ 
ｊ 上同く
実践記録 言葉 ジェスチャー 視線
②「やった￣￣ ｡ 
んばつたれ｡」
みんなが <14〉 〔Ｅ－２〕（両手を上
にあげてたたき、
ゴールの喜びを強
調）
。(ゴー
ルした
⑦） 
実践記録 言葉 ジェスチャー 視線
ゴールに置いてある落ち
葉（の作り物）をのぞき
こむ。
②カミトトロからの手紙
をよむ。
②「ゴールおめでとう。
ごほうびにぼくのもりで
とれたくだもののメダル
をあげましょう。これか
らもみんななかよくね。
となりのトトロより」
〔話：ａ〕
②｢でもね､メダルどこに
あるのかな。
⑦｢あ､わかった。うしろ、
うしろ｡」〔集：ｂ〕
<４〉
<８〉
〔Ｆ－２〕（手紙を広
げて提示）
〔Ｆ－２〕
⑧(手紙
と⑦を交
互に）
④ 
1８ 柏倉弘和
ｏジェスチャーを伴う言葉が３つ、伴わない言葉が３
つである。
ｏ言葉は、〈11〉（指示）や、〈17〉（確認）が中心的で
ある。
Ｏジェスチャーは、〔Ｅ－２〕（強調動作：強調）が１
つ、〔Ｆ－２〕（実演・資料説明動作：実物提示）が
２つである。
○視線は、⑧（子ども全体）が多いが、⑧（何人かの
子ども）も少しある。青い丸の中に集まっていない
子どもの方を見ている場合などである。
ｏ〈４〉（物語）以外のく７〉（解釈発問）やく６〉（進
行）と一緒になされる〔Ｆ－２〕（実物提示）は、効
果がないように見える。
ｏジェスチャーを伴う言葉が３つ、伴わない言葉が４
つである。
ｏ言葉は、〈４〉（物語）やく７〉（解釈発問)、〈８〉
（推論発問）が中心になっている。
ｏジェスチャーは、Ｆ－２〕（実演・資料説明動作：
実物提示）が３つである。
o視線は、④（子ども全体）が多いが、指示している
手紙と子どもたちを交互に見ることもある。
ｏ手紙を読み聞かせている時は、手紙を見せながら、
書いてある内容について子どもたちに問いかけてい
る時は、手紙を提示しないで、という活動の切り替
えが、ジェスチャーの面からもうかがえる。 (5)場面キ
「トトロの森の探検が終わってからの場面」
(4)場面力
｢ごほうびのメダルをもらった後の場面」
－１８０－ 
実践記録 言葉 ジェスチャー 視線
がやがやしていて、はっ
きり答えない。
反応がない。
(中略）
亀が、まだ集まらない３
人の子どもを連れてくる。
②ｎね、みんな、みんな
メダルには何が違う？
何が違ってるのかな－｡」
〔話：ｄ集：ｃ〕
團旧ね､みんなね。トトロ
がね｡」
<７〉
<６〉
〔Ｆ－２〕（メダルを
高く上げて見せ
る）
〔Ｆ－２〕 ④④ 
実践記録 言葉 スチャー 視線
落葉を指す。
みんな落葉のところに集
まる。
②|待って､待って。侍つ
て、待って、待って。書
いてる、書いてる｡」
〔話：ｂ〕
②(手紙を広げて⑦に見
せながら）「メダルは落葉
の下に。落葉の下ってど
こだろう｡」
1人の子ども「ここ｡」
②｢みんな落葉の下どこ、
どこだろう｡」塵：ｂ〕
⑦「ここ！」
⑦「あった－１」
⑬⑦「あった、あった｡」
②｢先生に貸してくださ
い。みんなに渡しま－
す｡」
<11〉
<4,7〉
<７〉
<５〉
<11,6〉
〔Ｆ－２〕
⑪ 
⑧(手紙
の次に
⑦） 
④ 
⑧(落葉
の下）
④ 
実践記録 言葉 ジェスチャー 視線
②[ね､今日のトトロの森
の探検どうだった
〔話：ｂ〕
⑦｢楽しかった」｢楽しく
なかった」「楽しい」
②「あのね、待って、ト
トロのね魔法は、１日の
半分しか魔法がきかない
んだって｡」〔話：ａ〕
⑦ 「え－｡」「もっとやり
たい゜」
②「だからね、もうすぐ：
ね、もうすぐ切れちゃう
から。じゃね、じゃね、
今度はね、外に、お外に
<９〉
<４〉
<4,10〉
〔Ｅ－２〕（口もとに
片手を当て、「待つ
て」を強調)）
〔Ｄ－１〕（「１日」
と言いながら指を
1本示す）
〔Ｃ－１〕（｢半分し
か」と言いながら
泣くまねをする）
〔Ｃ－１〕（｢頼もう
か」に合わせて胸
の前で手を組む）
④④④ 実践記録 言葉 スチャー 視線亀「はい、みんな、丸の中に集まるんだったよね_。青い丸に集まるんだったよれ｡」〔話：ｃ集：ｃ〕④｢はい､青い丸に集まつてくださ－い・」この言葉を２回繰り返す。②｢あれ－､だれかな､で
てきてないのは。はい、
丸の中に集まってくださ
い｡」〔話：ｂ集：ｂ〕
<17〉
<11〉
<11〉
(２回
目）
<15,Ⅱ〉
〔Ｅ－２〕（口もとに
両手を当て、応援
することを強調）
⑧撞く
の集まっ
ていない
⑦) 
⑧(目の
前にいる
⑦〉
④(2回
目）
④ 
実践研究の構想(その３） 1９ 
（確認）が合計11と、全部で19の言葉のうち半分以上
を占めている。子どもたちに語りかけたり考えさせた
りする言葉が、少ないと言える。
ジェスチャーの面では、場面ア、オ、キの方は、〔Ｆ
－２〕（実物提示）が、１０と最も多く、次は〔Ｃ－ｌ〕
（様態）の４つである。この２つと物語る言葉の組み
合わせが一番多い。すなわち、トトロからの手紙を見
せながら語りかけたり、時には、様子を表す仕草をす
ることで気持ちを込めながら語りかけることによって、
子どもたちは引き込まれるように聞き入っていた、と
考えられる。これは、紙芝居や絵本の読み聞かせと同
じように－つの雰囲気を作り出す効果が得られ、子ど
もたちに強く働きかけたのではないだろうか。
場面キは、子どもたちと実習生が、一緒にトトロに
頼む、〈５〉（共同）の言葉で終わっている。この言葉
が示すように、実習生の物語る言葉は、トトロという
虚構の力を得て、子どもたちに一方的に話すのではな
く、実習生も子どもたちと一緒になってトトロの世界
に浸ろうとする気持ちが、終始感じられるように思う。
場面ウ、力の方は、〔Ｃ－１〕（様態)、〔Ｅ－２〕（強
調)、〔Ｂ－１〕（指示）が多い。この〔Ｃ－１〕も場面
ア、オ、キにおける〔Ｃ－１〕とは違い、口もとに両
手を当てて応援している様子を表すことで、応援する
ことを促そうという意図が感じられる。そのため、
〔Ｅ－２〕や〔Ｂ－１〕と同じように単なる言葉を補
う役割でしかなく、子どもたちに働きかける効果は小
さいと思われる。
場面ウ、力における問題は、子どもたちに語りかけ
たり考えさせる言葉が少なく、指示や注意、確認など
の言葉が多いことであり、それに伴うジェスチャーも
言葉の意味を補う役割しか果たしていないことである。
そのために、子どもたちは話を聞く集中力を失ってい
くと共に、活動する意欲も低下し、まとまりのない集
団になってしまったと考えられるのではないか。
また、子どもたちがそのような状態に陥っている時
の実習生の視線は、⑧（何人かの子ども）が多く、４
回中３回が⑧である。場面ウでは、④より⑧の方が多
く、そういう状態が積み重なって子どもたちの様子が
乱れていったようである。子どもたち全体をしっかり
と見ながら話すことは、やはり大切なことであると思
われる。
ｏジェスチャーを伴わない言葉は１つだけである。
o言葉は、〈４〉（物語）やく10〉（勧誘）が中心的で、
〈11〉（指示）やく17〉（確認）はない。
ｏジエスチヤーは、〔Ｃ－１〕（様態動作：様態）が４
つ、〔Ｄ－１〕（数字動作：数字）が１つ、〔Ｅ－２〕
（強調動作：強調）が1つである。
ｏ２番目の言葉「あのね、待って、～きかないんだっ
て｡」１つが、〔Ｅ－２〕（強調)、〔Ｄ－１〕（数字)、
に－１〕（様態）という３つのジェスチャーを伴っ
ているのが特徴的である。
○視線は、すべて④（子ども全体）である。
ｏこの場面では、多彩な言葉と多彩なジェスチャーが
用いられている。
３．考察
本節では、いくつかの場面をまとめて考察を加えて
みる。子どもたち全体の様子を見てみると、場面ウと
場面力の２つだけに、ｃやｄという否定的なカテゴ
リーが表れていることを、すでに前節で述べたが、な
ぜこの２つの場面の中でだけ、子どもの様子が、話を
全然聞いていないとか、活動が不活発、まとまりのな
い集団という具合に見えたのだろうか。実習生の言葉
が、しっかりと伝わっていないように思われるが、ど
うしてそうなったのか、その他の３つの場面ヌオ、
キと比較しながら考えてみる。
言葉の面では、場面スオ、キの方は、〈４〉（物語）
が大変多い。３つの場面を合計すると全部で20の言葉
があるが、そのうちの12が物語る言葉である。その他
にも、〈７〉（解釈発問)、〈８〉（推論発問)、〈９〉（感
覚発問)、〈10〉（勧誘）を合計すると６つになり、物語
る言葉と合わせると言葉のほとんどを占めることにな
る。このような子どもたちに語りかけたり、考えさせ
る言葉が非常に多いことが特徴である。
それに対し、場面ウ、力では、〈４〉（物語）は１つ
もない。〈７〉（解釈発問）とく10〉（勧誘）が１つずつ
あるくらいで、〈11〉（指示）やく13〉（注意)、〈17〉
Ⅳ．まとめ
ｏ実践者の言葉と合わせて、ジェスチャーと視線につ
いても分析することにより、実践の事実をより的確
に捉えられる可能性が認められた。
ｏ言葉とジェスチャーが合わさることで、その組み合
－１８１－ 
実践記録 言葉 スチャー 視線
魔法をかけてくださいっ
てトトロに頼もうか｡」
〔話：ｂ集：ｂ〕
数人の⑦Ｕ魔法をかけて
ください｡」
②（顔の前に手を合わせ
て）「みんなで頼もうね｡」
⑦園Ｕ魔法をかけてくだ
さい｡」（全員で元気よく、
真剣に）
〔活 ：ａ 集：ｂ〕
<10＞ 
<５〉
〔Ｃ 1〕
〔Ｃ－１〕（手を合わ
せる）
④④ 
2０ 柏倉弘和
わせが効果的な場合は、相乗的に子どもに伝える働
きが強くなることが認められた。
ｏジェスチャーや視線と合わせて分析することによっ
て、改めて、物語る言葉や解釈発問、推論発問、感
覚発問、勧誘等の子どもたちに語りかけたり考えさ
せる言葉が、子どもたちを引きつける上で有効であ
ることが確かめられた。
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